
No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

拘束時間

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

取組状況

身体拘束の廃止に向け会議で検
討している。夜間１時間ごとに
巡回し本人の様子を確認してい
る。

身体拘束の廃止に向け会議で検
討している。夜間１時間ごとに
巡回し本人の様子を確認してい
る。

身体拘束の軽減、廃止に向け
て、本人の様子を踏まえ会議で
意見交換をする。夜間は１時間
ごとに巡回し様子を確認してい
る。

本人の不調行動が顕著となり、突発的な異食
行動が見られ常時見守りが必要な状態となっ
たため、ケア会議を実施し意見交換を行っ
た。夜間は１時間ごとに巡回し様子を確認し
ている。

2

取組状況

車椅子のベルトを使用せず、経
過観察中である。今後、身体拘
束を廃止する方向で会議で検討
する。

前週と同様、車椅子のベルトを
使用せず、会議で身体拘束を外
す方向で話し合った。今後、家
族に説明する予定。

前週と同様、車椅子のベルトを
使用せず、家族に本人の状況を
説明し、身体拘束を外すことに
ついて了承を得る。今後園の会
議で解除に向けて確認する。

園の会議にて身体拘束は終了となる。

3

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、車いすやベッドに拘束帯等で拘束する

　実 施 月：　令和３年４月の実施状況

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

身体拘束廃止、軽減に取り組ん
でいる。起床支援の進捗により
本人を見守り出来る日は、身体
拘束を解除して付き添ってい
る。

1

取組状況

身体拘束廃止、軽減に向け取り
組んでいる。起床支援の進捗に
より、本人を見守り出来る場合
は身体拘束を解除して付き添っ
ている。

身体拘束廃止、軽減に取り組ん
でいる。起床支援の進捗により
本人を見守り出来る日は、身体
拘束を解除して付き添ってい
る。

身体拘束廃止、軽減に取り組んでいる。起床
支援の進捗により本人を見守り出来る日は、
身体拘束を解除して見守りや付き添いをして
いる。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 C B C B C C C B B C C B C C B C C B C B C B A B C C C

4

取組状況

身体拘束解除を目指して座位サ
ポート（トイレ用補助具）を使
用した。安全に使用できたた
め、身体拘束を実施しなかっ
た。

座位サポートを継続して使用し
ている。家族にパンフレット等
を用いて説明し、身体拘束を廃
止することを確認する。

家族に座位ｻﾎﾟｰﾄについて説明
し、身体拘束を外すことについ
て了承を得る。今後園の会議で
解除に向けて確認する。

園の会議にて身体拘束は終了となる。

ベッド拘束帯を使用せず、見守
りを行う。オムツ交換など介助
をしている際は落ち着いている
が、介助を終えると激しく動
き、転落の危険性が見られた。
まとまった解除時間の確保に
至っていない。

身体拘束をしない日課の徹底、
新しい支援方法に取り組むな
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取り組みを実施中。

身体拘束をしない日課の徹底、
新しい支援方法に取り組むな
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取り組みを実施中。

身体拘束をしない日課の徹底、新しい支援方
法に取り組むなど、身体拘束廃止・軽減に向
けた取り組みを実施中。

5

取組状況

解除の取り組みとして車椅子を
降車する機会（ベッド臥床）を
設けた。引き続き、行動制限を
解除の取り組みについて検討を
重ねる。

ベッド移乗後に拘束帯を解除し
て見守るが、ベッド上で激しく
体を左右に回すように動き、転
落やカテーテル抜管の危険性が
あり、5分ほどの解除となって
いる。

ベッドへの移乗した後に拘束帯を使用せずに
見守りを実施した。見守りをしている時間は
拘束帯を使用せずとも過ごす事ができている
が、職員が本人の側から離れると、ベッド上
で激しく動く事が多くみられており、まと
まった時間の確保には至らなかった。

身体拘束をしない日課の徹底、
新しい支援方法に取り組むな
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

6

取組状況



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C A C C A A B B C C C A A C C B C

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

拘束時間 A A A A A A A A A A A A A A A B B B B A A B A A A A A A A B

「見守り体制の強化」「個別支
援の時間、食事間、おやつ時間
等身体拘束をしない時間の徹
底」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「見守り体制の強化」「個別支
援の時間、食事間、おやつ時間
等身体拘束をしない時間の徹
底」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「見守り体制の強化」「個別支援の時間、食
事間、おやつ時間等身体拘束をしない時間の
徹底」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

7

取組状況

「拘束しない時間帯の確認」
「拘束しないで済む環境整備」
「離床センサーの試行」等、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
み実施中。離床センサー使用に
より拘束時間が減少している。

「拘束しない時間帯の確認」
「拘束しないで済む環境整備」
「離床センサーの試行」等、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
み実施中。離床センサー使用に
より拘束時間が減少している。

「拘束しない時間帯の確認」「拘束しないで
済む環境整備」「離床センサーの試行」等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取組み実施中。

「見守り体制の強化」「個別支
援の時間、食事間、おやつ時間
等身体拘束をしない時間の徹
底」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

令和３年３月の会議にて「拘束
しない時間帯の確認」「拘束し
ないで済む環境整備」「離床セ
ンサーの試行」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを確認
し、実施中。離床センサーにつ
いては自費購入し使用開始し
た。

8

取組状況

9

取組状況

起床支援時の支援方法を変更す
ることで、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

起床支援時の支援方法を変更す
ることで、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

起床支援時の支援方法の変更をすることで、
身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施
中。なお、食事時間帯の支援方法変更につい
て４月27日より試行開始。

起床支援時の支援方法を変更す
ることで、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E D E E E E

拘束時間

拘束時間 A

「医療の提供方法の工夫」不眠
時・起床時の対応の検討」「医
療との連携」「理学療法士への
相談」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。な
お、「寝具等環境調整」の一環
として、令和３年３月末に新し
い寝具（マットレス）を導入し
た。

「医療の提供方法の工夫」不眠
時・起床時の対応の検討」「医
療との連携」「理学療法士への
相談」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。な
お、「寝具等環境調整」の一環
として、令和３年３月末に新し
い寝具（マットレス）を導入し
たが睡眠の状態に変化は見られ
ていない。

10

取組状況

「医療の提供方法の工夫」不眠
時・起床時の対応の検討」「医
療との連携」「理学療法士への
相談」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。な
お、「寝具等環境調整」の一環
として、令和３年３月末に新し
い寝具（マットレス）を導入し
たが睡眠の状態に変化は見られ
ていない。

「医療の提供方法の工夫」不眠時・起床時の
対応の検討」「医療との連携」「理学療法士
への相談」など、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。なお、「寝具等環境調
整」の一環として、令和３年３月末に新しい
寝具（マットレス）を導入したが睡眠の状態
に変化は見られていない。

12

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「安全を確保した上で、気
分の安定を図れる関わりを持
ち、状態を確認してベルトを外
す取組み」など身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「気分の安定を図れる関わ
りを持ち、状態を確認してベル
トを外す取組み」など身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「気分の安定を図れる関わりを持ち、状態を
確認してベルトを外す取組み」など身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

11

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、日頃の支援の中で安心安全
な環境を整えるなど、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、日頃の支援の中で安心安全
な環境を整えるなど、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、日頃の支
援の中で安心安全な環境を整えるなど、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「安全を確保した上で、気
分の安定を図れる関わりを持
ち、状態を確認してベルトを外
す取組み」など身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、日頃の支援の中で安心安全
な環境を整えるなど、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A A

拘束時間 A A A A B A B B C B B B B B A B A A B C B A B A A A A A A A

拘束時間 D D D D D E D D D D E E D D E D D D D D D D D D D D D D D D

治療時に実施。拘束は、治療と理容の場面に
限定する等、最も短い対応になるよう取組み
を実施中。

車いすベルトの使用を移動時の
みに限定することで、身体拘束
時間を最小限にとどめる取組み
を実施中。

この期間に身体拘束は未実施だ
が、拘束は歯科と理容の時間に
限定する取組みを実施中。

14

取組状況

車いすベルトの使用を移動時の
みに限定することで、身体拘束
時間を最小限にとどめる取組み
を実施中。

13

取組状況
この期間に身体拘束は未実施だ
が、治療と理容の場面に限定す
る取組みを実施中。

理容時に実施。拘束は、治療場
面と理容の場面に限定する取組
みを実施中

急な起き上がり、体動で転倒の危険性、立
位・座位保持が不安定な為、当日勤務者で3
要件確認し実施する。
グループ会議、課会議を経て行動制限判定会
議で拘束帯を緩め体幹の可動域を拡大する事
や低床ベッドや直に布団を敷いて周りを緩和
剤等で保護する等検討するが、ここ最近の情
緒に関して声上げや自走のスピードが速く、
非常口の扉や居室ドアに故意に車椅子ごとぶ
つかる行為が日中から就寝前まで続く事か
ら、今回は継続とする。また、現場の意見も
聞きながら、軽減の方法で実施できるものを
実際に行ってみる事を確認する。

車いすベルトの使用を移動時のみに限定し、
身体拘束時間を最小限にとどめる取組みを実
施中。

車いすベルトの使用を移動時の
みに限定することで、身体拘束
時間を最小限にとどめる取組み
を実施中。

15

取組状況

夜間、臥床時に勤務職員で3要
件確認し実施。急な起き上がり
からの転倒の危険性がある為。
6日、日中時より声上げ、急な
立ち上がりあり。21時過ぎよう
やく落ち着く。職員交代でマン
ツー対応実施する。

12日のグループ会議で軽減に向
けての取り組みについて、拘束
帯を緩める方法を検討する。可
動域が広がる反面、ベルトから
抜けようとして転倒し、骨折す
る危険性があると確認。他、本
人の障害特性上、付けないと就
寝できない拘りもあると確認さ
れ、引き続き、夜間臥床時、継
続の必要性を確認した為、課会
議で再度検討していく。

21日の課会議にて現状取り組ん
でいる拘束帯と身体の間にタオ
ルを挟み緩和を図る取り組み以
外の対応について検討。拘束帯
を緩め体幹の可動域を拡大する
事を検討するが、ベッド上での
立ち上がり転落や拘束帯に絡ま
り窒息の危険性とこの数日日中
から就寝前までの情緒、拘りを
考慮すると現状の拘束帯の支援
を継続する必要性を確認する。
行動制限判定会議で再度検討し
ていく。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A B A A A B B C B B C A B B C C B A B B B B C B B B B B C C

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 C E E E E E E E C C C C E C C C E C E C D D D D D D D D D D

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C B C C C C C C B C C C B C C D C C

19

取組状況

骨折によるギプス固定中である
ことから車椅子乗車時にベルト
を使用。軽減に向けて取り組み
を検討中。

18

取組状況

職員が見守れる時間帯は拘束を
はずしている。更に拡大できる
か検討中。

職員が見守れる時間帯は拘束を
外している。ご家族の意向も踏
まえて拘束をはずしていくこと
を検討中。

日中活動での作業時は、職員が
マンツーマンでつけるため、拘
束帯を外している。今後の拘束
帯解除については会議で検討
中。

骨折によるギプス固定中である
ことから車椅子乗車時にベルト
を使用。軽減に向けて取り組み
を検討中。

骨折によるギプス固定中である
ことから車椅子乗車時にベルト
を使用。完治後の拘束軽減に向
けて取り組みを検討中。

骨折によるギプス固定中であることから車椅
子乗車時にベルトを使用。完治後の拘束軽減
に向けて取り組みを検討中。

安全に座れている時、及び職員
が付添える時間帯は拘束をはず
している。午後の時間帯、30分
程度は職員が付き添い外してい
る。拘束軽減に向け検討中。

安全に座れている時、及び職員が付添える時
間帯は拘束をはずしている。午後の時間帯、
30分程度は職員が付き添い外している。拘束
軽減に向け検討中。

5月からベルト外しを短時間から実施予定。

16

取組状況
身体拘束廃止・軽減に向けて取
り組みを検討する。

取り組みを検討中。
5月からベルト外しを短時間か
ら実施予定。

17

取組状況

安全に座れている時、及び職員
が付添える時間帯は拘束をはず
している。

安全に座れている時、及び職員
が付添える時間帯は拘束をはず
している。午後の時間帯、30分
程度は職員が付き添い外してい
る。

日中活動での作業時は、職員がマンツーマン
でつけるため、拘束帯を外している。生活場
面では、おやつ時にマンツーマンで職員がつ
けるため、拘束帯を外していき、段階的に拘
束解除できるよう取り組んでいく。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E D D E E E E E E E D D E E E D

拘束時間 C

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

1

取組状況

コンサルテーション支援とし
て、ミトンをしていない時間に
タオルを持ってもらうことで自
傷行為の軽減に繋がるか、取り
組みを継続実施中。一時的には
感触を楽しんでいる様子も見ら
れるが、長い時間のミトン解除
には至っていない。

コンサルテーション支援の一環
で、散歩中のミトン解除時にタ
オルを持ってもらうことで自傷
行為の軽減に努めている。散歩
中はタオルを握ったり職員の手
を握ってきたりと、自傷行為よ
り散歩に意識があることで軽減
に繋がっている。

コンサルテーションの支援とし
て、ミトンを外した後にタオル
を持っている。タオルを持つ事
で自傷行為が減る様子が見受け
られている。行動制限の軽減と
自傷行為が軽減されている為、
引き続き支援を行っている。

コンサルテーションでアドバイスがあった通
り「タオル」を用いた支援を実施している。
タオルを持っている時間はミトンを外す事が
できている。就寝した後にもミトンを外す時
間を設けているが、起床するとすぐに自身の
眼等に指を入れてしまう為、まとまった解除
の時間を確保する事が難しい。今後は、更に
ミトンを外す時間を考える。

22～30日の間、ミトンによる身体拘束は実施
せず。時折、皮膚の掻きむしりがあるので様
子観察を継続する。

3

取組状況

継続して解除の取り組みをして
おり一定した効果が得られてい
る。指を噛む様子もあり出血を
伴う受傷の可能性があるため取
り組み方法の検討をする。

解除の取り組みを継続し、一定
の効果が得られている。就寝時
に指を噛む、顔周辺を掻く行為
は見られるが、7：00～19：00
の間、ミトンを使用せず過ごす
日もあった。

ミトンを外す時間を増やしてい
る。職員の見守りが一時的に途
切れた際、指を噛む事がみられ
た。ミトンを外す時間は増えて
きているが、指を噛んで出血す
る事も出てきている為、今後は
受傷防止の方法も検討する必要
がある。

2

取組状況

解除の取り組みを継続している。一定の効果
が得られているが、右上腕部を掻くことがあ
り掻破傷に繋がることがあった。傷の悪化を
防止しながら、解除の取り組みを継続する。

2月より身体拘束解除（ミトン
未着用）の時間を段階的確保し
ており、現在では長時間に渡る
身体拘束解除に取り組むことが
できている。

皮膚の掻きむしりが見られた際
は、早い段階で塗布薬を塗るな
どの対策を実施。身体拘束解除
の時間確保が出来ている。

ミトンを使用せずに過ごしてい
る。皮膚の掻きむしりが見られ
た際は看護師から指示を仰ぎ、
塗布薬を処置するなどの対策を
実施した。

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、手指の機能を制限するためにミトン型の手袋を付ける

　実 施 月：　令和３年４月の実施状況



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C C D B C C C C C E C C A C C D E D C A A D D D D C B E B C

拘束時間 B A A B B A B A A A A A A A A A A B A A

拘束時間

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

4

取組状況

食堂や個室スペース等を利用
し、雑誌を読む時間を設け、ミ
トンの使用時間軽減に向けた取
り組みを継続している。情緒に
より他者への掴みかかりは見ら
れており、常時の解除には至っ
ていない。

5

取組状況

4,6日はとても落ち着いていた
為ミトンは使用せず、見守り対
応を継続して行い、軽減に向け
た取り組みを行う。

11日はミトンによる行動制限は
行わず、見守りで対応を行う。

15日,17,19,21日はミトンによ
る行動制限は行わず、見守りで
対応を行う。

本人の情緒の変化に配慮しなが
ら、見守り中心に対応。雑誌を
見る時間や、散歩の機会を通
し、ミトン着用を軽減する。

本人の情緒の変化に配慮しなが
ら、見守り中心に対応。雑誌を
見る時間や、散歩の機会を通
し、ミトン着用を軽減する。

本人の情緒の変化に配慮しながら、見守り中
心に対応することで解除の取り組みを継続し
ている。

22日、23日、27日はミトンによる行動制限は
行わず、見守りで対応を行う。排泄でトイレ
に座っている際、陰部を触る、職員の腕を
引っかく行為が見られた。

身体拘束をしない取組みを実施
中。問題がなければ、廃止の方
向を確認している。

身体拘束をしない取組みを実施
中。問題がなければ、廃止の方
向を確認している。

身体拘束をしない取組みを実施中。問題がな
ければ、廃止の方向を確認している。

　4月22日ホーム会議に於いて、今までの取
り組みのまとめを行い、身体拘束解除に向け
ての今後の方向性について協議しました。

7

取組状況

　映画鑑賞、カラオケ、クイズ
等、ミトンを外して活動に参加
し、楽しく過ごすことができて
いました。

　射的、ボーリング等、ミトン
を外して動的なプログラムに
も、楽しんで参加することがで
きました。

　笑い声が多く聞かれる週でし
た。体調を崩すことも無く、ミ
トンを外して園内散歩にも出か
けています。20日胃瘻交換も問
題なく実施できました。

令和３年３月より身体拘束をし
ない取組みを実施中。問題がな
ければ、廃止の方向を確認して
いる。

6

取組状況



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 F F F F F F E

8

取組状況

　日々の評価で、胃瘻を抜管す
るような様子はありませんでし
た。5日身体拘束判定会議実
施。7日胃瘻交換で問題無く、
14時ミトン使用を解除しまし
た。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 D D D D

拘束時間 E E E E D E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、行動を制限するために介護衣（つなぎ服）を着せる

　実 施 月：　令和３年４月の実施状況

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

医療用装具の不快感軽減に取組みながら睡眠
の質の向上や衣類の工夫など、つなぎ服を着
用しない取組みを実施中。

1

取組状況
自傷防止のために身体拘束を実
施中。代替え案検討中。

自傷防止のために身体拘束を実
施中。代替え案検討中。

自傷防止のために身体拘束を実施中。代替え
案検討中。

2

代替え案を検討中。5月に拘束を軽減する為
に居室変更等環境調整を行う予定。

取組状況

医療用装具の不快感の軽減に取
り組みながら、睡眠の質を向上
させるなど、つなぎ服を着用し
ない取組みを実施中。

医療用装具の不快感の軽減に取
り組みながら、睡眠の質を向上
させるなど、つなぎ服を着用し
ない取組みを実施中。

自傷防止のために身体拘束を実
施中。代替え案検討中。

医療用装具の不快感の軽減に取
り組みながら、睡眠の質を向上
させるなど、つなぎ服を着用し
ない取組みを実施中。

3

取組状況 代替え案を検討中。 代替え案を検討中。
代替え案を検討中。5月に拘束
を解く為に居室変更等環境調整
を行う予定。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間 A

拘束時間 A A

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「見通しが持てるスケ
ジュール提示」など、行動の安
定を図ることで、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「見通しが持てるスケ
ジュール提示」など、行動の安
定を図ることで、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「見通しが持てるスケジュール提示」など、
行動の安定を図ることで、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。なお、この期間
他利用者の居室に入り込んだため、25日に身
体拘束を実施。

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、支援者が自分の体で利用者を押さえて行動を制限する

　実 施 月：　令和３年４月の実施状況

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

急激に不安定になることなく過
ごしている。

新年度の環境に徐々に慣れてき
ている様子。

情緒が不安定になることもある
が、新しい職員との関係性も
徐々に築けてきている。担当職
員とおやつ作りをするなど本人
の楽しみとなる活動も行うこと
ができた。

情緒が不安定になることもあるが、新しい職
員との関係性も徐々に築けてきている。情緒
が不安定になる前に職員から本人と話し合い
を行い、情緒の安定を図った。また、本人が
好きな近隣へのコンビニへ買い物外出を行っ
た。

1

取組状況

2

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「見通しが持てるスケ
ジュール提示」など、行動の安
定を図ることで、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「新たな余暇活動・日課の
導入の検討」「活動の伝え方の
工夫」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「新たな余暇活動・日課の導入
の検討」「活動の伝え方の工
夫」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「新たな余暇活動・日課の
導入の検討」「活動の伝え方の
工夫」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「新たな余暇活動・日課の導入の検討」「活
動の伝え方の工夫」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

3



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A A A A A A A A A A A A A A A A A A A B A A A A A

拘束時間

拘束時間

「行動分析の手法を用い、本人
が安心できる環境設定をしてい
く」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「行動分析の手法を用い、本人
が安心できる環境設定をしてい
く」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「行動分析の手法を用い、本人が安心できる
環境設定をしていく」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

4

取組状況

「行動分析の手法を用い、本人
が安心できる環境設定をしてい
く」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、居室で安心して過ごせる環
境整備に努めるなど、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、居室で安心して過ごせる環
境整備に努めるなど、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、居室で安
心して過ごせる環境整備に努めるなど、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

5

6

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、居室で安心して過ごせる環
境整備に努める等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、居室で安心して過ごせる環
境整備に努める等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、居室で安心して過ごせる環
境整備に努める等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だが、居室で安
心して過ごせる環境整備に努める等、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、居室で安心して過ごせる環
境整備に努めるなど、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A A

拘束時間 A

拘束時間

この期間は身体拘束は未実施だ
が、他利用者の声への反応によ
る不安解消のため、引続き、安
心できる生活環境の提供や支援
を行うことで、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

他利用者の声への反応による不安解消のた
め、安心できる生活環境の提供や支援を行う
ことで、身体拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、安心できる生活環境の提供
と支援を行うことで、身体拘束
廃止・軽減の取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、安心でき
る生活環境の提供と支援を行うことで、身体
拘束廃止・軽減の取組みを実施中。

8

取組状況

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、本人が気分転換を図ること
が出来る環境整備に努めるとと
もに、「好きなもの」「好きな
こと」を提供できる支援体制を
整備しながら、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、本人が気分転換を図ること
が出来る環境整備に努めるとと
もに、「好きなもの」「好きな
こと」を提供できる支援体制を
整備しながら、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

本人が気分転換を図ることが出
来る環境整備に努めるととも
に、「好きなもの」「好きなこ
と」を提供できる支援体制を整
備しながら、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、本人が気
分転換を図ることが出来る環境整備に努める
とともに、「好きなもの」「好きなこと」を
提供できる支援体制を整備しながら、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

7

この期間は身体拘束は未実施だ
が、他利用者の声への反応によ
る不安解消のため、安心できる
生活環境の提供や支援を行うこ
とで、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、他利用者の声への反応によ
る不安解消のため、安心できる
生活環境の提供や支援を行うこ
とで、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

9 この期間は身体拘束は未実施だ
が、安心できる生活環境の提供
と支援を行うことで、身体拘束
廃止・軽減の取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、安心できる生活環境の提供
と支援を行うことで、身体拘束
廃止・軽減の取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A

拘束時間 A A A A

拘束時間 B

拘束時間

11

取組状況

「気になるものを減らす環境整
備」「落ち着いて楽しむために
興味関心を持てるものの提供」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「気になるものを減らす環
境整備」「落ち着いて楽しむた
めに興味関心を持てるものの提
供」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「気になるものを減らす環
境整備」「落ち着いて楽しむた
めに興味関心を持てるものの提
供」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

「気になるものを減らす環境整備」「落ち着
いて楽しむために興味関心を持てるものの提
供」等、身体拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

13

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「ひらがなでのスケジュー
ルを視覚的に伝える方法」「生
活環境の整備」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「ひらがなでのスケジュー
ルを視覚的に伝える方法」「生
活環境の整備」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「ひらがなでのスケジュー
ルを視覚的に伝える方法」「生
活環境の整備」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「ひらが
なでのスケジュールを視覚的に伝える方法」
「生活環境の整備」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

12

10

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、安心できる生活環境の提供
と支援を行うことで、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、安心できる生活環境の提供
と支援を行うことで、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「医療との連携」「環境調
整」「マンツーマン対応」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「医療との連携」「環境調
整」「マンツーマン対応」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、安心できる生活環境の提供
と支援を行うことで、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「言葉がけ等での日課促し」「規則正しい生
活の促し」「職員とのコミュニケーション」
「落ち着いた環境の提供」など、安心できる
生活環境の提供と支援を行うことで身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「医療との連携」「環境調
整」「マンツーマン対応」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

「医療との連携」「環境調整」「マンツーマ
ン対応」など、身体拘束廃止・軽減に向けた
取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間

拘束時間

拘束時間

入院中 入院中 入院中入院中

15

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「不安感を募らせない会
話・話題の投げかけ」「見通し
のつくスケジュール提示」「余
暇活動の提供」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「不安感を募らせない会
話・話題の投げかけ」「見通し
のつくスケジュール提示」「余
暇活動の提供」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「不安感を募らせない会
話・話題の投げかけ」「見通し
のつくスケジュール提示」「余
暇活動の提供」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「不安感
を募らせない会話・話題の投げかけ」「見通
しのつくスケジュール提示」「余暇活動の提
供」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

14

取組状況

17

取組状況
興奮させない対応をスタッフ間
で共有し、予防に努めている。

興奮させない対応をスタッフ間
で共有し、予防に努めている。

興奮させない対応をスタッフ間
で共有し、予防に努めている。

興奮させない対応をスタッフ間で共有し、予
防に努めている。

16

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、本人の望む生活用品をそろ
える等環境整備に努めること
で、情緒安定を図りながら、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、本人の望む生活用品をそろ
える等環境整備に努めること
で、情緒安定を図りながら、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、本人の望む生活用品をそろ
える等環境整備に努めること
で、情緒安定を図りながら、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、本人の望
む生活用品をそろえる等環境整備に努めるこ
とで、情緒安定を図りながら、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間 D C C C C C B C C B B B B A A B A B B B

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、自分の意思で開けることができない居室等に隔離する

　実 施 月：　令和３年４月の実施状況

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

1

取組状況

本人への過干渉をしないよう
に、ある程度の許容を行い情緒
の変化に配慮しながら、共有ス
ペースで皆と過ごせるように見
守りを行う対応を継続する。

本人への過干渉をしないよう
に、ある程度の許容を行い情緒
の変化に配慮しながら、共有ス
ペースで皆と過ごせるように見
守りを行う対応を継続する。

15～21日は、落ち着いて過ごし
ていた。時折、一人居室で過ご
していたが、職員の見守りする
事で穏やかに過ごしていた為、
居室の施錠はしていない。

22日～30日は、落ち着いて過ごしていた。
本人への過干渉をしないように、ある程度の
許容を行い情緒の変化に配慮しながら、共有
スペースで皆と過ごせるように見守りを行う
対応を継続する。

2

取組状況

2日間の休日は、専用の個室で
自立課題を提供し、集中して取
り組むことができた。また夜間
については他利用者の居室の施
錠に固執した際、職員が一緒に
入室し施錠をすることで納得し
ている。2日間施錠せずに過ご
している。

2日間の拘束解除は専用の個室
で集中して課題に取り組んでい
ることができているため。少し
ずつ拘束時間の短縮につながっ
ている。

個室での課題の提供やデイルー
ムでは固執はなく過ごしてい
る。短時間の見守り巡回を継続
し、拘束解除を前提に本人の状
況を見極めている。長時間の固
執に至ることなく拘束の短縮に
繋げている。

個室での課題の提供やデイルームでは固執は
なく過ごしている。短時間の見守り巡回を継
続し、拘束解除を前提に本人の状況を見極め
ている。長時間の固執に至ることなく拘束の
短縮に繋げている。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間 C C C C D D D D D C C C C C D C B B B C C C C C B C B C C D

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 D D E E D D E E E D E E D C E E E D E E C D E E D E E E C C

3

取組状況

急激に不安定になることなく拘
束せずに過ごしている。

新年度の環境に徐々に慣れてき
ている様子。

情緒が不安定になることもある
が、新しい職員との関係性も
徐々に築けてきている。担当職
員とおやつ作りをするなど本人
の楽しみとなる活動も行うこと
ができた。

情緒が不安定になることもあるが、新しい職
員との関係性も徐々に築けてきている。情緒
が不安定になる前に職員から本人と話し合い
を行い、情緒の安定を図った。また、本人が
好きな近隣へのコンビニへ買い物外出を行っ
た。

4

取組状況

「見通しを持てるようタイマー
の導入」「余暇活動の導入」
「夜間の解錠」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「見通しを持てるようタイマー
の導入」「余暇活動の導入」
「夜間の解錠」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「見通しを持てるようタイマー
の導入」「余暇活動の導入」
「夜間の解錠」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「見通しを持てるようタイマーの導入」「余
暇活動の導入」「夜間の解錠」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

6

取組状況

「サムターン錠の使い方を伝え
る」「夜間の解錠」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「サムターン錠の使い方を伝え
る」「夜間の解錠」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「サムターン錠の使い方を伝え
る」「夜間の解錠」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「サムターン錠の使い方を伝える」「夜間の
解錠」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

5

取組状況

「サムターン錠の使い方を伝え
る」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「サムターン錠の使い方を伝え
る」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「サムターン錠の使い方を伝え
る」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「サムターン錠の使い方を伝える」など、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C C C B C C C E C C C C C C E C B C B C C D C C C C C C B C

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 C C C C C C C D C C C C C C C C C D C C C C C C C C C C C C

8

取組状況

「行動分析の手法による、本人
が安心できる環境設定」など、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

「行動分析の手法による、本人
が安心できる環境設定」など、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

「行動分析の手法による、本人
が安心できる環境設定」など、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

「行動分析の手法による、本人が安心できる
環境設定」など、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

7

取組状況

「新たな余暇活動・日課の導
入」「活動の伝え方の工夫」
「夜間の解錠」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「新たな余暇活動・日課の導
入」「活動の伝え方の工夫」
「夜間の解錠」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「新たな余暇活動・日課の導
入」「活動の伝え方の工夫」
「夜間の解錠」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「新たな余暇活動・日課の導入」「活動の伝
え方の工夫」「夜間の解錠」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

9

取組状況

「余暇活動の導入」「見通しの
持てるスケジュール提示」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

「余暇活動の導入」「見通しの
持てるスケジュール提示」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

「余暇活動の導入」「見通しの
持てるスケジュール提示」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

「余暇活動の導入」「見通しの持てるスケ
ジュール提示」など、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A B

拘束時間 A C B A C C B A

拘束時間 B B B C

10

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、本人が気分転換を図ること
が出来る環境整備に努めるとと
もに、「好きなもの」「好きな
こと」を提供できる支援体制を
整備しながら、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、本人が気分転換を図ること
が出来る環境整備に努めるとと
もに、「好きなもの」「好きな
こと」を提供できる支援体制を
整備しながら、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

引き続き本人が気分転換を図る
ことが出来る環境整備に努める
とともに、「好きなもの」「好
きなこと」を提供できる支援体
制を整備しながら、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だが、本人が気
分転換を図ることが出来る環境整備に努める
とともに、「好きなもの」「好きなこと」を
提供できる支援体制を整備しながら、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

12

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「言葉がけ等での日課促
し」「規則正しい生活の促し」
「職員とのコミュニケーショ
ン」「落ち着いた環境の提供」
など、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「言葉がけ等での日課促
し」「規則正しい生活の促し」
「職員とのコミュニケーショ
ン」「落ち着いた環境の提供」
など、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

「言葉がけ等での日課促し」
「規則正しい生活の促し」「職
員とのコミュニケーション」
「落ち着いた環境の提供」な
ど、安心できる生活環境の提供
と支援を行うことで身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「言葉がけ等での日課促し」「規則正しい生
活の促し」「職員とのコミュニケーション」
「落ち着いた環境の提供」など、安心できる
生活環境の提供と支援を行うことで身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

11

取組状況

「安全な見守り体制の検討」
「医療との連携」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「安全な見守り体制の検
討」「医療との連携」など、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

「安全な見守り体制の検討」
「医療との連携」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

「安全な見守り体制の検討」「医療との連
携」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 B C A C A

拘束時間 C C C C C D C E B C C D C D E B D C C C C E C C C C C C C E

拘束時間 A C A B B A B A A A A B A A A A A A C A A A A

拘束時間 A B C

14

取組状況

「ひらがなでのスケジュールを
視覚的に伝える方法」「生活環
境の整備」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「ひらがなでのスケジュールを
視覚的に伝える方法」「生活環
境の整備」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「ひらがなでのスケジュールを
視覚的に伝える方法」「生活環
境の整備」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「ひらがなでのスケジュールを視覚的に伝え
る方法」「生活環境の整備」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

13

取組状況

「言葉がけ等での日課促し」
「気になるものを減らす環境整
備」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「言葉がけ等での日課促
し」「気になるものを減らす環
境整備」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「言葉がけ等での日課促
し」「気になるものを減らす環
境整備」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

「言葉がけ等での日課促し」「気になるもの
を減らす環境整備」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

16

取組状況

「夜間の睡眠確保」「日中活動
の活性化」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「夜間の睡眠確保」「日中活動
の活性化」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「夜間の睡眠確保」「日中
活動の活性化」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「夜間の
睡眠確保」「日中活動の活性化」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

15

取組状況
「現物提示による伝え方」「余
暇支援」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

「現物提示による伝え方」「余
暇支援」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

「現物提示による伝え方」「余
暇支援」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

「現物提示による伝え方」「余暇支援」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 B A B B B B B B A A B B C C B

拘束時間 B A A A A B C A A A C B B B A A A B A B

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

「居室ドアベルの設置」「落ち着いた環境の
提供」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

18

取組状況

「身体拘束をしない時間の徹
底」「食堂・デイルームの利用
促進」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「身体拘束をしない時間の徹
底」「食堂・デイルームの利用
促進」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「身体拘束をしない時間の徹
底」「食堂・デイルームの利用
促進」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「身体拘束をしない時間の徹底」「食堂・デ
イルームの利用促進」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

17

取組状況

「居室ドアにつけている鈴の活
用」「就床支援後の対応変更」
「起床支援の変更」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「居室ドアにつけている鈴の活
用」「就床支援後の対応変更」
「起床支援の変更」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「居室ドアにつけている鈴の活
用」「就床支援後の対応変更」
「起床支援の変更」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「居室ドアにつけている鈴の活用」「就床支
援後の対応変更」「起床支援の変更」など、
身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施
中。

19

取組状況

「居室ドアベルの設置」「落ち
着いた環境の提供」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「居室ドアベルの設置」「落ち
着いた環境の提供」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「居室ドアベルの設置」「落ち
着いた環境の提供」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「不調時の早期介入」「絵本読み・散歩等職
員と一緒に過ごす時間を増やす・午前中の居
室外での活動」など、日課を増やす取り組み
を実施中。

20

取組状況

「不調時の早期介入」「絵本読
み・散歩等職員と一緒に過ごす
時間を増やす・午前中の居室外
での活動」など、日課を増やす
取り組みを実施中。

「不調時の早期介入」「絵本読
み・散歩等職員と一緒に過ごす
時間を増やす・午前中の居室外
での活動」など、日課を増やす
取り組みを実施中。

「不調時の早期介入」「絵本読
み・散歩等職員と一緒に過ごす
時間を増やす・午前中の居室外
での活動」など、日課を増やす
取り組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C E D C C C C E E C C C D C C E C C E C C C C E C C E E C C

拘束時間 C B B C A C A B B C A B A C

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B C

この期間は身体拘束未実施だ
が、「環境整備（刺激を少な
く、クールダウンを図れる環境
設定、音楽を聴ける環境設定
等）」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。不
調時の服薬について医療に相
談。

本人が落ち着かない状況が続くため実施。本
人が落ち着ける居場所作りのための環境整備
を開始（毛布やぬいぐるみなどを活用しクー
ルダウンを図る。会話刺激を避ける。ソ
ファーに座ってリラックスするなど）するな
ど、身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

取組状況

「2人夜勤での施錠解錠」「職
員とのボール投げ等余暇活動導
入」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。ま
た、担当職員1人夜勤時には
「身体拘束をしない取組み」を
試行中。

「2人夜勤での施錠解錠」「職
員とのボール投げ等余暇活動導
入」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。ま
た、担当職員1人夜勤時には
「身体拘束をしない取組み」を
試行中。

「夜勤での施錠解錠試行」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。日課を増や
す取り組みについて、検討開
始。

21

22

取組状況

「環境整備（刺激を少なく、
クールダウンを図れる環境設
定、音楽を聴ける環境設定
等）」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束未実施だ
が、「環境整備（刺激を少な
く、クールダウンを図れる環境
設定、音楽を聴ける環境設定
等）」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「夜勤での施錠解錠試行」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施中。なお、日
課を増やす取り組みについて、会議を経て個
別支援計画の取り組みとした。

取組状況

「居室外で過ごす活動の充実」
「不調の兆しが見られた際、早
期介入」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。
２人夜勤時は夕食後以降、「本
人の状態に合わせた身体拘束を
行わない取組み」を試行中。

「居室外で過ごす活動の充実」
「不調の兆しが見られた際、早
期介入」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。
２人夜勤時は夕食後以降、「本
人の状態に合わせた身体拘束を
行わない取組み」を試行中。

「居室外で過ごす活動の充実」
「不調の兆しが見られた際、早
期介入」「夕食後以降、本人の
状態に合わせた身体拘束を行わ
ない取組み」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取り組みを実
施中。

「居室外で過ごす活動の充実」「不調の兆し
が見られた際、早期介入」「夕食後以降、本
人の状態に合わせた身体拘束を行わない取組
み」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取り
組みを実施中。

23



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間 A B C B B B B B A A

拘束時間 D D E E C E D D C E E C E D E D C D D D C D D D C D E E D E

25

取組状況

「夜間帯」「夕食後以降」に、
「本人の状態に合わせた身体拘
束をしない取組み」を実施中。

「夜間帯」「夕食後以降」に、
「本人の状態に合わせた身体拘
束をしない取組み」を実施中。

「夜間帯」「夕食後以降」に、
本人の状態に合わせた身体拘束
をしない取組みを実施中。

「夜間帯」「夕食後以降」に、本人の状態に
合わせた身体拘束をしない取組みを実施中。

24

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「見通しが持てるようスケ
ジュールボードやカードの活
用」「日中・就床前の過ごし方
の見直し」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「見通しが持てるようスケ
ジュールボードやカードの活
用」「日中・就床前の過ごし方
の見直し」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「見通しが持てるようスケ
ジュールボードやカードの活
用」「日中・就床前の過ごし方
の見直し」など、引き続き、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「見通し
が持てるようスケジュールボードやカードの
活用」「日中・就床前の過ごし方の見直し」
など、引き続き、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

取組状況

「統一した職員の支援の徹底」
「職員とマンツーマンで過ごす
日課設定」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。また、担当職員夜勤時の
「身体拘束をしない取組み」を
試行中。

「統一した職員の支援の徹底」
「職員とマンツーマンで過ごす
日課設定」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。また、担当職員夜勤時の
「身体拘束をしない取組み」を
試行中。

26

「統一した職員の支援の徹底」
「職員とマンツーマンで過ごす
日課設定」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。また、担当職員夜勤時の
「身体拘束をしない取組み」を
試行中。

「統一した職員の支援の徹底」「職員とマン
ツーマンで過ごす日課設定」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実施中。また、
担当職員夜勤時の「身体拘束をしない取組
み」を試行中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C A A A A A A A A A A B A

拘束時間 C D E C C D B E D C C C E C B C C C B C C C A A C C C C

拘束時間 D D D D D D D D D D D D D D D C D D D D D D D D D D D D D D

拘束時間 A B B A C C B C B B B

取組状況

「早朝覚醒からの不調を防止す
るために就床時薬の服薬時間の
変更」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

 「居室の外で過ごす余暇時間の提供」「職
員との関わり時間を増やす」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取り組みを実施中。夜間
の不眠・体調不良について医療と連携して対
応中。25日は拘束未実施。

29 夜間に身体拘束を行わない取組
みを試行中。開錠中に本人がと
るべく行動を伝える方法を検討
中。

夜間に身体拘束を行わない取組
みを試行中。開錠を本人が取る
べく行動を伝える方法を検討
中。

夜間に身体拘束を行わない取組みを試行中。
開錠中に本人がとるべく行動を伝える方法を
検討中。

27

28

 「居室の外で過ごす余暇時間
の提供」「職員との関わり時間
を増やす」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取り組みを実
施中。夜間の不眠など落ち着か
ない状況につい主治医に相談
中。

 「居室の外で過ごす余暇時間
の提供」「職員との関わり時間
を増やす」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取り組みを実
施中。夜間の不眠・体調不良な
ど医療と連携。19日は拘束未実
施。

取組状況

 「居室の外で過ごす余暇時間
の提供」「職員との関わり時間
を増やす」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取り組みを実
施中。夜間の不眠など落ち着か
ない状況につい主治医に相談
中。

取組状況

夜間に身体拘束を行わない取り
組みを試行中。開錠中に生じる
リスクを低減するために本人が
とるべく行動を視覚化して伝え
る方法を検討中。

「早朝覚醒からの不調を防止す
るために就床時薬の服薬時間の
変更」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「早朝覚醒からの不調を防止す
るために就床時薬の服薬時間の
変更」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「早朝覚醒からの不調を防止するために就床
時薬の服薬時間の変更」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施中。

30
「気分転換」を図るために
「グッズの提供」を行うなど、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを継続中。

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「気分転換」を図るために
「グッズの提供」を行うなど、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを継続中。

「気分転換」を図るなど、身体
拘束・軽減に向けた取組みを継
続中。

「気分転換」を図るために「グッズの提供」
を行うなど、身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを継続中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 D C C C D C D D C C D C C D E C C C C C D D C C C C C D D

拘束時間 C C C D D C C D D C C C D F F E

拘束時間 E E E C E C E E E D D D E E E E D D D D D E D E C D D D D E

拘束時間 C C C C C C C C C C C A

33 就寝中は「身体拘束をしない取
組み」を実施中だが、ドアの開
錠音で目覚めてしまうことが散
見されるため、対応を検討中。

全職員が「夜間居室施錠の一部
解除」を継続し、担当職員の夜
勤時は「居室施錠をしない」取
組みを継続中。

全職員が「夜間居室施錠の一部解除」を継続
し、担当職員の夜勤時は「居室施錠をしな
い」取組みを継続中。

32
身体拘束廃止につながるよう段
階的に取組みを実施中。

身体拘束廃止に向けて、段階的
に取組みを実施中。

新型コロナウイルス感染症疑いのため、他利
用者との接触を回避するため実施。PCR検査
で陰性が判明後、解除。

取組状況

令和３年４月より「夜間居室施
錠の一部解除」を全職員が実施
中。「担当職員の夜勤時は居室
施錠をしない」など身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

取組状況
身体拘束廃止につながるよう段
階的に取組みを実施中。

31 全職員が「夜間居室施錠の一部
解除」を実施中。担当職員の夜
勤時は「居室施錠をしない」取
組みを継続中。

就寝中は「身体拘束をしない取
組み」を実施中だが、ドアの開
錠音で目覚めてしまうことがあ
るので、鍵の交換を含めて対応
を検討。

就寝中は「身体拘束をしない取組み」を実施
中だが、ドアの開錠音で目覚めてしまうこと
があるので、鍵の交換を含めて対応を検討。

34

「他利用者とのトラブルを回避
できる環境整備」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。ドアの開錠音で目覚め
てしまうことが散見されるた
め、対応を検討中。

「他利用者とのトラブルを回避
できる環境整備」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。開錠音で目覚めてしま
うことがみられる。対応を検討
中。

「他利用者とのトラブルを回避できる環境整
備」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。開錠音で目覚めてしまうことが
みられる。対応を検討中。

取組状況

就寝中は「身体拘束をしない取
組み」を実施中。快・不快を丁
寧に観察して行動を軽減させて
いくアプローチにも取り組んで
いる。

取組状況

「他利用者とのトラブルを回避
できる環境整備」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E D D C E D E E D D D D E E E D C C E E E E D D E E E D E

拘束時間 C

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

37

取組状況

身体拘束廃止・軽減に向けて、
夜間帯の解錠、日中は活動を拡
大し解錠時間を伸ばす取り組み
を実施。

夜間帯の解錠、日中は活動を拡
大し解錠時間を伸ばす取り組み
を実施。

夜間帯の解錠、日中は活動を拡
大し解錠時間を伸ばす取り組み
を実施。

夜間帯の解錠、日中は活動を拡大し解錠時間
を伸ばす取り組みを実施。

36 「本人の望む生活用品をそろえ
るなどの環境整備」等、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「本人の望む生活用品をそ
ろえる等の環境整備」など、情
緒安定に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「本人の
望む生活用品をそろえる等の環境整備」な
ど、情緒安定に向けた取組みを実施中。

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「本人の望む生活用品をそ
ろえる等の環境整備」など、情
緒安定に向けた取組みを実施
中。

35

取組状況

38

取組状況

骨折により安静を保つため実
施。車椅子使用による日中活動
時間を拡大するなど身体拘束廃
止・軽減に向けての取り組みを
検討する。

骨折により安静を保つため実
施。車椅子使用による日中活動
時間を拡大するなど身体拘束廃
止・軽減に向けての取り組みを
検討する。

骨折により安静を保つため実
施。回復後、車椅子使用による
日中活動時間を拡大するなど身
体拘束廃止・軽減に向けての取
り組みを検討する。

骨折により安静を保つため実施。回復後、車
椅子使用による日中活動時間を拡大するなど
身体拘束廃止・軽減に向けての取り組みを検
討する。

「居室内（２か所）へのセン
サー設置」により、担当職員が
夜勤時に、入眠後から起床支援
時まで「身体拘束をしない取組
み」を実施している。

担当職員が夜勤時に、入眠後か
ら起床支援時まで「身体拘束を
しない取組み」を実施中。

担当職員が夜勤時に、入眠後か
ら起床支援時まで「身体拘束を
しない取組み」を実施中。

担当職員が夜勤の際は、入眠後から起床支援
時まで「身体拘束をしない取組み」を継続
中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C C D E D D C C C C C C C C C D E E E E D C C D E D C A C D

39

取組状況

居室ドアにセンサーを取り付
け、居室から出て来た際に見守
りや一緒に過ごす対応により施
錠時間を削減。

居室ドアにセンサーを取り付
け、居室から出て来た際に見守
りや一緒に過ごす対応により施
錠時間を削減。

居室ドアにセンサーを取り付
け、居室から出て来た際に見守
りや一緒に過ごす対応により施
錠時間を削減。

居室ドアにセンサーを取り付け、居室から出
て来た際に
見守りや一緒に過ごす対応により施錠時間を
削減。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、自分で降りられないようにベッド柵（サイドレール）を使用する

　実 施 月：　令和３年４月の実施状況

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

1

取組状況

ベッド柵の使用について本人に
伺うと「落っこちるでしょう。
家族が泣くよ」と、毎日柵の使
用を希望する。本人が安心する
身体拘束廃止、軽減について、
会議で話し合う。

ベッド柵の使用について本人に
伺うと「柵はするに決まってい
るでしょ。落ちたら危ない」
と、毎日柵の使用を希望する。
本人が安心する身体拘束廃止、
軽減について、会議で話し合
う。

ベッド柵の使用について本人に
伺うと「落ちたら危ないし痛い
ので柵をしたい」と、毎日柵の
使用を希望する。本人が安心す
る身体拘束廃止、軽減につい
て、会議で話し合う。

ベッド柵の使用について本人に伺うと「柵し
てね、落ちたら危ないから、お願い。」と、
毎日柵の使用を希望する。本人が安心する身
体拘束廃止、軽減について、継続して会議で
話し合う。

母親にも理解を得てもらうために、本人が
ベッドに横になっている写真や動画などを使
用し、母親の不安な気持ちに寄り添いながら
身体拘束の軽減・廃止について提案すること
を確認した。

夜間、ベッド上で体を動かして転落の危険性
が確認された。就寝中もベッド柵にもたれか
かり寝ているため、外すと転落する危険が
あった。今後も継続して身体拘束に頼らない
で安全に就寝できる方法を会議で話し合う。

3

2

取組状況

夜間、ベッド上で身体を動かし
転落しそうになる場面がある。
今後も継続して身体拘束の軽減
に向けて会議で話し合う。

夜間、ベッド上で体を動かし転
落しそうになる場合がある。今
後も継続して身体拘束に頼らな
いで安全に就寝できる方法を会
議で話し合う。

夜間、ベッド柵にもたれかかり
寝ていおり柵を外すと転落の危
険があった。今後も継続して身
体拘束に頼らないで安全に就寝
できる方法を会議で話し合う。

取組状況

就床時エアクッションのベッド
をギャッジアップするため、体
幹の傾きから転落しそうになる
ことがある。他課の取組み（好
事例を）実践出来るよう、身体
拘束軽減、廃止に向けて会議で
話し合う。

身体拘束軽減に向けて会議で話
し合い、家族や後見人に本人の
具体的状況を丁寧に説明したう
えで、落下防止のためクッショ
ンを利用し、実践に向けて取り
組みを行う。

就床時エアクッションのベッド
をギャッジアップすることを実
施し、身体拘束軽減、廃止に向
けて取り組み、安全に就寝出来
る方法を会議で話し合う。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E C E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

6

取組状況

5

取組状況

ベッド柵を使わない時間を設け
たが、ベッド上で激しく動くこ
とで転落の可能性がある様子が
確認された。取り組み方法につ
いて検討を継続する。

ベッド柵を使わない時間を設け
たが、ベッド上で激しく動くこ
とで転落の可能性があり、まと
まった時間での軽減に至ってい
ない。取り組み方法について検
討を継続する。

ベッド柵を使わない時間を設け
たが、ベッド上で激しく動くこ
とで転落の可能性がある様子が
確認された。取り組み方法につ
いて検討を継続する。

母親や後見人に様子を見ていただくなどの機
会（写真なども含めて）をどのように作って
いくか検討した。今後の会議で、身体拘束の
軽減に向けた取り組みについて意見交換する
予定。

4

取組状況

身体拘束廃止、軽減に向けて日
中の静養時は解除している。夜
間は、同室者の干渉があるた
め、継続して軽減に向け会議で
話し合う。

会議で同室者が寝ている間は
ベッド柵を外す取り組みを行う
ことを検討し、実施していく方
向とする。

日中の時間帯で静養する場合
は、ベット柵を外し、見守り支
援を継続実施する。

ベッド柵を使わない時間を少しずつ設けてい
るが、職員の見守りが離れるとすぐにベッド
上で激しく動く様子がある。今後も行動制限
解除の為、更に取り組み方法を検討する。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。4月モニタリングで継続の
必要性を確認した為、課会議へ
上げていく。軽減の取り組みと
して日中の時間帯でベッド柵1
点を試行中。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。4月課会議で継続の必要性
を確認した為、行動制限判定会
議へ上げていく。軽減の取り組
みとして日中の時間帯でベッド
柵1点を試行中。

身体機能低下によりベッド上で体動があった
場合に自ら転落防止行為が取れないため実施
する。4月行動制限判定会議へあげ継続を確
認。軽減の取り組みとして日中の時間帯で頭
部側のベッド柵1点を試行している。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。4月グループモニタリング
にて本人の状況と3要件を確認
する予定。軽減の取り組みとし
て日中の時間帯でベッド柵1点
を試行中



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

8

7

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。４月課会議でウロバックの
衛生保持との関係を確認し、継
続の必要性を確認した為、行動
制限判定会議へ上げていく。
ウロバックの衛生保持方法に関
しては、他課との情報共有を図
り、軽減策を検討する。

身体機能低下によりベッド上で体動があった
場合に自ら転落防止行為が取れないため実施
する。４月行動制限判定会議へ上げ、継続を
確認。
ウロバックの衛生保持方法に関しては、他課
の現状を確認。軽減策を検討する。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。４月課会議でウロバックの
衛生保持との関係を確認し、継
続の必要性を確認した為、行動
制限判定会議へ上げていく。
ウロバックの衛生保持方法に関
しては、他課との情報共有を図
り、軽減策を検討する。

身体機能低下によりベッド上で体動があった
場合に自ら転落防止行為が取れないため実施
する。4月行動制限判定会議へあげ継続を確
認。ウロバックの衛生保持方法に関しては、
他課の現状を確認。軽減策を検討する。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。４月のモニタリング会議で
ウロバックの衛生保持との関係
を確認し、継続の必要性を確認
した為、課会議へ上げていく。
ウロバックの衛生保持方法に関
しては、他課との情報共有を図
り、軽減策を検討する。

取組状況

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。4月のモニタリング会議で
３要件についても確認する予
定。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。4月のモニタリング会議で
継続の必要性を確認した為、課
会議へ上げていく。

取組状況

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。４月５日のモニタリング会
議でウロバックの衛生保持との
関係を確認し、3要件を確認す
る。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

引き続き意見集約中。

意見が分かれているが、複数のプランで柵を
外す試行をしていく方向を確認。立位保持に
必要なL字柵が故障し新規購入調整中の為、
それが入荷してから（環境が整ってから）柵
を外す試行を行う。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。４月の課会議でウロバック
の衛生保持との関係を確認し、
継続の必要性を確認した為、行
動制限判定会議へ上げていく。
ウロバックの衛生保持方法に関
しては他課との情報共有を図
り、軽減策を検討する。

身体機能低下によりベッド上で体動があった
場合に自ら転落防止行為が取れないため実施
する。４月行動制限判定会議へ上げ、継続を
確認。
ウロバックの衛生保持方法に関しては、他課
の現状を確認。軽減策を検討する。

本人の希望によりベッド柵を使
用する。4/1の本人希望を確認
した。４月課会議にて上げてい
く。軽減の取り組みについても
確認する。

本人の希望によりベッド柵を使用する。4/1
の本人希望を確認したことを４月行動制限判
定会議で報告。本人の心身の状況を確認しな
がら軽減策等の検討を継続する。

本人の希望によりベッド柵を使
用する。4/1の本人希望を確認
した。

11

取組状況
ベッド柵を外せる可能性を検討
中。

ベッド柵を外す事に関する職員
意見を集約中。

10

取組状況

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。３月のモニタリング会議で
ウロバックの衛生保持との関係
を確認し、3要件を確認する予
定。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。４月のモニタリング会議で
ウロバックの衛生保持との関係
を確認し、継続の必要性を確認
した為、課会議へ上げていく。
ウロバックの衛生保持方法に関
しては、他課との情報共有を図
り、軽減策を検討する。

9

取組状況

本人の希望によりベッド柵を使
用する。4/1の本人希望を確認
した。４月１２日のモニタリン
グ会議で継続の必要性を確認し
た為、課会議に上げていく。軽
減の取り組みについても確認す
る。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

拘束時間 C C C C C B C C C C C C C B C C C C C C C C C B C C C C B C

2

取組状況

「拘束しない時間帯の確認」
「拘束しないで済む環境整備」
「離床センサーの試行」など、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

「拘束しない時間帯の確認」
「拘束しないで済む環境整備」
など、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

「拘束しない時間帯の確認」
「拘束しないで済む環境整備」
など、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

「拘束しない時間帯の確認」「拘束しないで
済む環境整備」など、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。３月26日から開始し
ている離床センサーの活用を、車椅子テーブ
ルの使用の軽減にも活用できないか試行中。

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず行う、その他身体拘束に当たる行為（車いすテーブル等）

　実 施 月：　令和３年４月の実施状況

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

1

取組状況

排泄中に上半身を激しく動かす
ことや、職員が見守りをすると
排泄に集中できない様子が引き
続き見られ、評価として身体拘
束を継続して実施していく事と
なる。身体拘束の時間は１５分
以内にすることを寮内に周知す
る。

排せつ中に転落が無いかどうか
見守りを継続するが、評価とし
て激しく上半身を動かす時や排
泄に集中できない時のみ、身体
拘束を実施する。排泄は1日5回
～7回程度あり、拘束時間は15
分以内。

15日のモニタリング会議の中で
寮内の身障者トイレにて排泄で
きないか検討し試行する。しか
し、背もたれがないため後ろに
沿ってしまい安定した姿勢が保
てない、便座が小さい、手すり
の位置が少し離れていて、しか
も段差があるためプッシュアッ
プといって腕で体を支えて上半
身を上げられないなど、排泄に
集中できない環境と排泄の処理
が難しい状況があり、代替えに
は至らなかった為、居室で安全
版を使用し排泄をすることを継
続することした。

26日寮会議の中で身体拘束軽減の取組みの１
つとして非代替性について話し合い、試行と
して職員2名体制でトイレ介助が出来る時は
寮内の身障者用トイレで排泄をする取り組み
を行うこととする。しかし、ハード面で課題
があることを伝える。そして、30日の行動制
限判定会議の中で、寮会議で話し合ったこと
をお伝えし、5月に関係機関である厚木市の
職員へ現状について相談していく事を報告す
る。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

拘束時間 C B B B C C A B B B B B A A B B B B A A C B B B B B B B

拘束時間 D D E D D E E D E D D D D D D D D D D D D D D E E D D D D E

「個別支援の時間、食事時間、おやつの時間
等、身体拘束をしない時間の徹底」など、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

3

取組状況

「個別支援の時間、食事時間、
おやつの時間等、身体拘束をし
ない時間の徹底」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

「個別支援の時間、食事時間、
おやつの時間等、身体拘束をし
ない時間の徹底」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

「個別支援の時間、食事時間、
おやつの時間等、身体拘束をし
ない時間の徹底」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

突発的な動きがあるため実施す
る。4月モニタリング会議を実
施し、３要件と拘束解除の取り
組みについて確認する予定

「飲食時、日中活動時、寮内課題時等身体拘
束をしない時間の徹底」「日課の見直し」
「落ち着かない状況について主治医への相
談」など、身体拘束廃止、軽減に向けた取組
みを実施中。

突発的な動きがあるため実施す
る。車椅子より降車しベッド上
で過ごす時間を作り、拘束時間
の軽減を図った。4月課会議に
て継続の必要性を確認した為、
行動制限判定会議に上げる。３
要件と拘束解除の取り組みにつ
いて確認する。

突発的な動きがあるため実施す
る。4月モニタリング会議にて
継続の必要性を確認した為、課
会議に上げる。３要件と拘束解
除の取り組みについて確認す
る。

突発的な動きがあるため実施する。車椅子よ
り降車しベッド上で過ごす時間を作り、拘束
時間の軽減を図った。4月行動制限判定会議
に上げ拘束時間の軽減を図っているものの、
全解除までには至らず、継続実施を確認す
る。

取組状況

4

「飲食時、日中活動時、寮内課
題時等身体拘束をしない時間の
徹底」「日課の見直し」「落ち
着かない状況について主治医へ
の相談」など、身体拘束廃止、
軽減に向けた取組みを実施中。

取組状況

「飲食時、日中活動時、寮内課
題時等身体拘束をしない時間の
徹底」「日課の見直し」「落ち
着かない状況について主治医へ
の相談」など、身体拘束廃止、
軽減に向けた取組みを実施中。

「飲食時、日中活動時、寮内課
題時等身体拘束をしない時間の
徹底」「日課の見直し」「落ち
着かない状況について主治医へ
の相談」など、身体拘束廃止、
軽減に向けた取組みを実施中。

5



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E C D E E E E E D D E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E C E E D E E E E E E E D E E E E

行動制限解除の取り組みを実施。車椅子から
降りてソファで過ごす時間を増やした。落ち
着いた様子でソファに座っており、ベルトを
使用しなくてもズレ落ちる等の動きはなかっ
た。今後も継続して取り組む。

6

取組状況

突発的な動きがあるため実施す
る。4月６日モニタリング会議
を実施する。３要件と拘束解除
の取り組みについて確認する。

突発的な動きがあるため実施す
る。4月モニタリング会議にて
継続の必要性を確認した為、課
会議に上げる。３要件と拘束解
除の取り組みについて確認す
る。

突発的な動きがあるため実施す
る。車椅子より降車し、椅子に
座る時間や付き添いでの歩行を
実施し、拘束時間の軽減を図っ
た。4月課会議にて継続の必要
性を確認した為、行動制限判定
会議に上げる。３要件と拘束解
除の取り組みについて確認す
る。

突発的な動きがあるため実施する。車椅子よ
り降車し、椅子に座る時間や付き添いでの歩
行を実施し、拘束時間の軽減を図った。4月
行動制限判定会議に上げ、拘束時間の軽減を
図っているものの、全解除までには至らず、
継続実施を確認する。

行動解除の取り組みとして、車
椅子から降車してソファで過ご
す時間を設けた。ソファに座っ
た状態で見守りを行っている
と、ズレ落ちる等の動きはなく
落ち着いている。

7

取組状況

解除の取り組みとして車椅子を
降車する機会（ベッド臥床）を
設けた。引き続き、行動制限を
解除の取り組みについて検討を
重ねる。

行動解除の取り組みとして、車
椅子から降車してソファで過ご
す時間を設けた。ソファに座っ
た状態で見守りを行っている
と、ズレ落ちる等の動きはなく
落ち着いている。


